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総合社会学部履修要項
平成２９年度入学生用



は　じ　め　に

　「社会」を総合的に学問する　－　それが総合社会学部ですることです。

　一見、文字通りで当たり前のようですが、では具体的にどのようなことを学び、研究するのか、とい

えば、それほど単純なことではありません。

　そもそも「社会」とは何でしょうか。たとえば「社会が悪い」といったときに、悪いのは何でしょうか。

「人にやさしい社会」とは、何がやさしいのでしょうか。制度や組織、それとも自然環境や建物や道路と

いった物理的環境でしょうか。あるいは、そこで生きる人々なのでしょうか。

　これらはどれも「社会」に含まれます。ただし、これらどれもが単独では「社会」とはなりません

―人が法や規則を作り、人がそれに従いあるいはそれに抵抗する。地形や気候が人の暮らし方に影響し、

また、人が植物や動物の生息分布を変えていく。組織や体制が都市や国家を形作り、都会の暮らしが法

律を変え、新しいサービスを生む―　このように様々な要素が互いに影響しあうことで「社会」は、と

てつもなく面白く様々な姿を見せてくれているのです。

　総合社会学部が準備したプログラムは、みなさんを「社会」探求の旅へといざないます。

　①以下の３つの専攻で、「社会」を読み解くための、専門的な知識、思想、技術を身につけます。

　　　�　「社会・マスメディア系専攻」では、情報、メディア、国際、都市、文化、宗教などをキーワー

ドに現代社会にアプローチします。

　　　�　「心理系専攻」では、人々の感情、知覚、認知、欲求、行動、人間関係などをキーワードに社会

に生きる人にアプローチします。

　　　�　「環境・まちづくり系専攻」では、自然、地理、地球、都市、地域、資源などをキーワードに環

境にアプローチします。

　②他専攻の科目を受講することで、それぞれの専門に立ちながらも、多様な分野を横断的に学び、視

野を広げ、深めることが推奨されます。�

　③英語、中国語、韓国語、ドイツ語、フランス語といった外国語教育では、様々な書を読み、自分を

表現し、人と語りあう力を養います。単に語学を習得するのではなく、その背景にある文化や歴史を学

ぶことで、広い知識と多様な視点を養います。留学制度もあり、様々な文化を体験する機会も得られま

す。

　④共通教養科目では、どのような分野であれ、学問を修める中で必要となる、人々のウェルビーイン

グ（幸福や健康）の向上に関心を寄せ、それに向かって自ら考え、動く力を育みます。�

　⑤知識を受けとるだけではなく、自ら新しい思想や知見を生み出すことが期待されます。特に、少人

数の授業を通して発信力を身につけます。

　4年間の学びの過程で、みなさんは、「社会」のどんな過去、現在、未来に出会うでしょうか。

履修要項は再発行しませんので、卒業まで大切に保管してください。

総合社会学部履修要項
平成２９年度入学生用
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総合社会学部教育方針

カリキュラムポリシー（教育課程の編成方針）

　総合社会学部では、複雑化する社会問題を総合的、実証的に捉え、問題解決を図る能力を育成するために、以下のよう

なカリキュラムを設置しています。

〈共通教養科目〉

　幅広い知識と洞察力を培い、豊かな人間関係と確かな主体性を身につけ、特に「人間の責務としての教養」と「グロー

バルな視点」を養成することに重点を置いています。また、少人数で行われる演習により、読み、書き、発表、議論のし

かたの基礎を学び、主体的に学問に取り組む姿勢を身につけます。

〈外国語科目〉

　外国語の学習を通して、グローバルな視点を育成し、多文化社会に柔軟に対応する力を養います。一年次から複数言語

の学習を支援する一方、現代社会における英語の重要性に鑑み、英語科目を重点的に学習できる履修方法も可能となって

います。提供するすべての外国語科目において基幹科目と発展科目を体系的に配置し、系統性のある学習を保障します。

また、目的別・スキル別に明確な学習目標を学生が自ら設定することで個々のレベルアップを図ります。

〈学部共通コア科目〉

　これはどの専攻に所属しようとも必ず受講する科目群で、まず、心理－社会－環境からなる３つの視点や研究スタイル

を理解します。その上で、既存の学問分野の枠を超えた総合的な視点や、異なる３つの視点からの多様なものの見方を養

成します。

〈専門科目〉

　４年間一貫してゼミナール形式の少人数教育を施す科目を設定し、「学部共通コア科目」の土台の上に、各専攻において

学習をより深めていきます。体系的な科目を段階的・連続的に配置することにより、本学部の目的である、多様なものの

見方を総合化していく力を養成します。

ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）

　総合社会学部では、「ミクロな視点からマクロな視点、ローカルな視点からグローバルな視点まで、多様な見方を総合化

していくことができること」を教育の到達目標として、厳格な成績評価により教育カリキュラムを運営しています。これ

らの趣旨のもとに開講された科目を履修して、所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定し、学士（総合社会学）

の学位を授与します。卒業までに身につけるべき資質・能力は次のとおりです。

1．社会やその構成員である個人の問題について幅広い知識と関心を持ち、知識を柔軟に応用して社会や個人の問題に対　

　  処・援助できること。

2．複雑化した現代社会の問題群を横断的に捉え、新しい社会システムを提案できること。

3．創造的思考力や情報活用力・論理的思考力・協調性・コミュニケーション能力・自律的な学びの姿勢を身につけ、総合

　  的に社会問題の解決に取り組めること。

4．社会問題の解決や生活の質的向上のため、自律的に行動できること。

5．人間の行動や社会について客観的・科学的に理解できること。
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１．総合社会学部構成

　総合社会学部の構成は、以下のとおりです。 

（学部） （学科） （専攻）

（コース） 

総合社会学部 総合社会学科 社会・マスメディア系専攻

現代社会コース　　　

マスメディアコース　

心理系専攻

環境・まちづくり系専攻

２．学期および授業時間

＊学期

　「学期」は、「前期」と「後期」の二期に分かれています。 

第１学年 前期 後期

第２学年 前期 後期

第３学年 前期 後期

第４学年 前期 後期

　一部を除いたほとんどの科目は、前期または後期の半年間履修することによって完結します。ただし、前期・

後期の授業開始日および終了日は毎年変わるので、「総合社会学部掲示板」などで連絡します。

＊授業時間

　授業は原則として年間を通じ第１時限から第 5 時限まで開講されます。ただし、教職課程科目、司書課程科目

については第６、７時限に開講される場合があります。各時限の時間帯は以下のとおりです。

第１時限 第２時限 第３時限 第４時限 第５時限

9:00 ～ 10:30 10:45 ～ 12:15 13:15 ～ 14:45 15:00 ～ 16:30 16:45 ～ 18:15

第６時限 第７時限

18:25 ～ 19:55 20:05 ～ 21:35

３．教育課程

＊学年制

　本学では学年制を採用しています。本学の修業年限は４年とします。４年を超えて在学することはできます

が、８年を超えて在学することはできません。学年制では、「第１学年」「第２学年」「第３学年」「第４学年」し

か存在しません。在学年数が直ちに当該「学年」を意味するわけではありません。したがって、たとえば、在学

年数が５年であっても第３学年生ということがあります。

＊科目

　総合社会学部の教育課程では、「共通教養科目」「外国語科目」と「学部共通コア科目」により本学部教育の土

台を形成する科目を置き、その土台の上に連続して「専門科目」を専攻別に、基礎から発展へと編成することに

より教育課程の体系性を確保しています。
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＊必修科目・選択科目

　「共通教養科目」「外国語科目」「学部共通コア科目」「専門科目」は、以下の科目区分に分類しています。

　「必修科目」：卒業要件として修得を必要としている科目

　「選択科目」：学年の履修目的に応じて選択し、修得単位を卒業要件に算入する科目

４．単位制、キャップ（CAP）制、グレード・ポイント・アベレージ（GPA）制度

＊単位の考え方

　近畿大学では、単位制を採用しています。履修登録を行い、授業に出席し、試験その他の方法で成績の評価を

受けて合格点を得た場合に、所定の単位が授与されます。単位の計算基準は、次のとおりとします。（科目の具

体的な単位数は、カリキュラム表（p.8 ～ p.13）を参照してください。）

⑴　講義は、毎週１時限の授業を半期で 2 単位とする。

⑵　実験、実習、実技および演習による科目は、毎週 1 時限の授業を半期で１単位または 2 単位とする。

⑶　「卒業論文」「卒業制作」は 6 単位とする。

＊キャップ（CAP）制

　前期・後期に履修登録できる単位の上限を設けているのが、キャップ制です。教員が教室で授業を行う時間以

外に、学生が教室外で予習・復習を行う時間が必要です。そのために総合社会学部では以下の表に示すとおり履

修登録できる単位に制限を設け、年間で前期 24 単位、後期 24 単位の、あわせて 48 単位を上限とします。ただ

し、教職課程・司書課程や下記の記載科目（※）は含みません。またその他、卒業所要単位に認められない科目

は含みません。

学年 前期登録単位数 後期登録単位数

１ ２４ ２４

２ ２４ ２４

３ ２４ ２４

４ ２４ ２４

※キャップ制除外科目 

①共通教養科目

　「ボランティア実習」「大学コンソーシアム大阪単位互換科目」

②外国語科目

　「海外語学研修（英語）」「海外語学研修（中国語）」「海外語学研修（韓国語）」

③インターンシップ科目

　「インターンシップⅠ」「インターンシップⅡ」「インターンシップⅢ」

④教職科目

　教職教育部が開講する「教職に関する科目」と「教科に関する科目」および ｢ 教科又は教職に関する科目」

のすべて

⑤司書課程科目

　司書課程科目のすべて

＊成績によるＣＡＰの緩和について

⑴　年度 GPA 値が 3.5 以上の学生を対象に、次年度の履修登録単位数の上限を以下の通り緩和します。

　　　2 年次進級時に　年度 GPA 値が 3.5 以上あった場合、履修登録単位数を各学期 26 単位までとする。

　　　3 年次進級時に　年度 GPA 値が 3.5 以上あった場合、履修登録単位数を各学期 26 単位までとする。

　　上記は、当該年度のみ有効とする。

⑵　年度末に送付する成績通知書に記載の年度 GPA 値を確認してください。
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１．総合社会学部構成

　総合社会学部の構成は、以下のとおりです。 

（学部） （学科） （専攻）

（コース） 

総合社会学部 総合社会学科 社会・マスメディア系専攻

現代社会コース　　　

マスメディアコース　

心理系専攻

環境・まちづくり系専攻

２．学期および授業時間

＊学期

　「学期」は、「前期」と「後期」の二期に分かれています。 

第１学年 前期 後期

第２学年 前期 後期

第３学年 前期 後期

第４学年 前期 後期

　一部を除いたほとんどの科目は、前期または後期の半年間履修することによって完結します。ただし、前期・

後期の授業開始日および終了日は毎年変わるので、「総合社会学部掲示板」などで連絡します。

＊授業時間

　授業は原則として年間を通じ第１時限から第 5 時限まで開講されます。ただし、教職課程科目、司書課程科目

については第６、７時限に開講される場合があります。各時限の時間帯は以下のとおりです。

第１時限 第２時限 第３時限 第４時限 第５時限

9:00 ～ 10:30 10:45 ～ 12:15 13:15 ～ 14:45 15:00 ～ 16:30 16:45 ～ 18:15

第６時限 第７時限

18:25 ～ 19:55 20:05 ～ 21:35

３．教育課程

＊学年制

　本学では学年制を採用しています。本学の修業年限は４年とします。４年を超えて在学することはできます

が、８年を超えて在学することはできません。学年制では、「第１学年」「第２学年」「第３学年」「第４学年」し

か存在しません。在学年数が直ちに当該「学年」を意味するわけではありません。したがって、たとえば、在学

年数が５年であっても第３学年生ということがあります。

＊科目

　総合社会学部の教育課程では、「共通教養科目」「外国語科目」と「学部共通コア科目」により本学部教育の土

台を形成する科目を置き、その土台の上に連続して「専門科目」を専攻別に、基礎から発展へと編成することに

より教育課程の体系性を確保しています。
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＊グレード・ポイント・アベレージ（GPA）制度

　総合社会学部では、グレード・ポイント・アベレージ（GPA）制度を成績評価の指標として取り入れています。

ただし、進級要件や卒業要件には GPA 値を用いません。この GPA 制度は、進級・卒業のための履修計画を立

て、卒業後の進路目標に近づくためにどのようなことを続けていけばよいのか、何が足りないのか、何が必要な

のか、自分の学習状況を見据えたうえで課題を見つけることをねらいとしています。また、GPA 制度は、海外

留学、海外の大学院進学、外資系企業への就職など海外でも幅広く通用する成績評価制度であり、海外の大学に

よっては、入学選考書類に GPA の記載を求めることがあります。本学部のこの制度は、成績評価を適性化・厳

格化するために、あらかじめ「到達目標」や「評価基準」を設けて信頼性あるものにしています。 

　GPA 値は以下の式で算出される。ただし、GPA の小数第 2 位を四捨五入して、表記は小数第 1 位までとする。

 ｛（履修科目の単位数）×（履修科目の GP）｝の総和 
　GPA ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 総履修登録単位数

実 点 100 点～ 90 点 89 点～ 80 点 79 点～ 70 点 69 点～ 60 点 59 点以下 不受験 

成績評価 秀 優 良 可 不可 不受験

G P

（グレード・ポイント）
４ 3 2 1 0 0

†実点は、当該科目の点数を表す。

†GPA の計算式にキャップ制除外科目（前ページ参照）を含まない。

†GPA の計算式に履修取り下げ科目を含まない。

† 不可になった科目または不受験の科目を再履修して単位を修得した場合でも、通算の GPA には過去の 0 点が

算入される。

＊グレード・ポイント・アベレージ（GPA）制度に基づいた履修取り下げ 

　GPA 制度では成績評価がなされたもの（不受験を含む）はすべてアベレージに算入されるため、 GPA の値

に影響します。そのため履修登録後、総合社会学部で定めた期間に、学生本人からの申し出があった科目に関

してのみ履修の取り下げを認めています。ただし、履修科目の変更や追加は認められません。詳しい手続き方

法は、別途掲示します。 

５．進級および卒業に関わる要件・カリキュラム表

＊進級要件

　次学年に進級するためには、各専攻で定めた進級要件を満たしている必要があります。この要件を満たさない

場合は、留年となります。

学年
修　　得　　単　　位

1 →２
第１学年において共通教養科目、外国語科目、学部共通コア科目、専門科目の中から２２単位以上

を修得すること。

２→３

第１学年から第２学年を通じて共通教養科目、外国語科目、学部共通コア科目、専門科目の中から

合計５８単位以上を修得すること。

ただし、心理系専攻では、必修科目：「心理学概論 A」「心理学概論 B」「心理学研究法」の合計６

単位を修得すること。

３→４
第１学年から第３学年を通じて共通教養科目（２０単位以上）、外国語科目（１４単位以上）、学部

共通コア科目（４単位）、専門科目の中から合計９４単位以上を修得すること。


